


◉
山
は
、古
来
、人
々
の
崇
敬
を
集
め
、神
の
山
と
さ
れ
た「
立
山
」も
人
々
の

心
を
捉
え
て
き
ま
し
た
。立
山
が
いつ
か
ら
描
か
れ
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

も
の
の
、江
戸
時
代
中
期
の
、池
大
雅『
三
岳
紀
行
図
』（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

や
谷
文
晁『
日
本
名
山
図
会
』（
個
人
蔵
）な
ど
が
知
ら
れ
てい
ま
す
。◉
江
戸
か

ら
明
治
へと
時
代
が
移
る
頃
、西
洋
文
化
の
流
入
を
受
け
、絵
画
表
現
は
、伝

え
る
た
め
の
も
の
か
ら
、表
現
自
体
を
意
識
し
た
も
のへと
変
化
を
見
せ
ま
す
。

そ
し
て
、山
は
芸
術
表
現
の
主
題
の
一つ
と
な
り
、徐
々
に
普
及
す
る
写
真
や
映

画
の
題
材
に
な
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◉
本
展
で
は
、歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
つつ
、近
現
代
の
表
現
を
中
心
に
多
様

な
視
点
に
よ
る
立
山
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、立
山
を
あ
ら
た
め

て
見
つ
め
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ⅰ | むかしはどうだっただろう
明治時代以前の表現、名所絵や絵図など

Ⅱ | 近代の夜明けとともに
明治時代以降の動向、近代絵画と立山

Ⅲ | 登った、描いた
実際に立山に登って描いた絵画、絵と実景など

Ⅳ | 様 な々表現で
今日的に、多様に表現された立山の姿

主催　富山県［立山博物館］
共催　北日本新聞社
後援　北日本放送、チューリップテレビ、富山テレビ放送、
　　　　　　　　　　  、Ｎｅｔ３
※本展は、富山県美術館、富山県水墨美術館、高志の国文学館との
　四館連携事業の一環として開催します。

❶石崎光瑤「富山湾真景図」　
明治３１年（１８９８）頃　紙本金砂子着彩・屏風六曲一双（右隻のみ）　
南砺市立福光美術館蔵
作者は旧福光町出身の日本画家。本作は、初期の作であるにも
かかわらず、確かな画力を感じさせる一作である。
❷横山大観「立山遠望」　
明治３８年（１９０５）頃　絹本墨画淡彩・軸装　富山県水墨美術館蔵
作者は富士山を数多く描いたことで知られるが、そのきっかけ
は立山から見た富士の美しさに魅了されたからだという。
❸谷文晁／画：川村寿庵／編「日本名山図会」　
文政７年（１８２４）　紙本墨摺　個人蔵
文化２年（１８０５）に８８図を所収した『名山図譜』として
刊行されたものに、文化４年（１８０７）に２図を加え
改題して刊行されロングセラーとなった。
❹佐伯信春「富士山の遠望」　
平成１１年（１９９９）　紙・鉛筆　佐伯信春氏蔵
作者は立山黒部アルペンルートの建設に従事した
芦峅寺の人物。雄山の頂上、社務所から見た富士山を描く。
❺武井真澂「スケッチ 佐伯平蔵」　
昭和１１年（１９３6）　紙・墨　松本市立博物館蔵
昭和１１年に立山を訪れた長野の作家、武井真澂が、
芦峅寺ガイドの草分けとして名高い佐伯平蔵を描いたもの。
作者は同年３月の日本山岳画協会の創立に参加している。
❻奥田元宋「剱岳スケッチ 昭和四拾一年八月廿一日 於仙人池」
昭和４１年（１９６６）　紙・着彩　志鷹新一郎氏蔵
作者は、「元宋の赤」と呼ばれる、
独自の風景画で知られる日本画家。剱岳を描くために
逗留した仙人池ヒュッテに贈られたもの。初公開。
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展示構成

  担当学芸員による展示解説会　

令
和
７
年
度

前
期
特
別
企
画
展

tatehaku.jp

 電車の場合   富山地方鉄道立山線「千垣駅」下車、徒歩約30分（約2km）
※日曜日・祝日を除き、千垣駅から町営バス運行。「雄山神社前」下車すぐ。
 車の場合   JR富山駅から約45分／富山地方鉄道「立山駅」から約15分
　　　　　 北陸自動車道「富山IC」から約35分／「立山IC」から約30分

7月19日（土）、 8月2日（土）・16日（土）　いずれも 14：00‒15：00


